   賢く建築会社を選ぼう！
 
 
    このサイトでは建築会社の力の違いについて紹介していきます。会社によって、メリット及びデメリットがあるためそちらの比較などを対象とした紹介となっております。
 設計力とは、一級建築士などが持つ技術のことであり、著名な建築士などにかかれば、どのような建築物も外観もとても美しく耐震性なども安全性が高いものが出来上がるとされております。
 そのため、よく見かけるビフォアーアフターのように、建築を誰が手がけるかによっても、大きな差が出ます。 
  建築会社は設計力が違う？メリット・デメリットを比較
  建築会社はそれぞれに特徴があり「古い一戸建ての家」を修繕するのが得意な会社もあればそうではなく新しいスタイルのスタイリッシュなデザインの設計を得意とする、「新しいタイプ、斬新なスタイルのマンション系」などを建築することが得意な会社などによって色々な個性があります。
 メリットとしては、建築会社が提案するものの中で、例えば一戸建ての古いお屋敷タイプの家の場合には、その会社さんが持つメリットの大きな点として「昔ながらの材質などを使用しながらも、安全性に考慮した壁などを施工してくれる」という点です。
 デメリットは建築会社さんによっては上のようにスタイリッシュさが売りの会社があるため、そのような建築会社の場合には古き良きよりも良い意味での新しさを追求する形となっておりますので、このような違いが出ます。 
  建築会社に施工を依頼する際の重要ポイントについて
  マイホームを建てたい、といった際には建築会社に施工依頼をお願いしてください。建築会社に依頼することで自分のアイデアを実現することが出来ます。
 特に業者によっては実に独特な工法を採用していることもありますから、業者ごとの特徴を比較検討しておくことでより後悔しない選択が出来る用になるはずです。
 業者による見積もりの違いを理解したりすることも大事になってきます。実際、施工費用は大きく建築会社によって変わってくるもので、実にお得に利用できるような業者もあれば、割高な建築会社もあります。だからこそ、まずは色々と見積もりを出して最もお得に利用できるところを検討しておきましょう。
 他に、どれくらい建築会社に任せるのかもポイントです。土地の取得等も任せることが出来るものの、自分で取得したほうが安く済むこともあります。利便性を考慮するのか、それとも安さを考慮するのかは重要な点です。
 もしも出来るだけ安くしたいならば、色々なことを任せずに自分でしてみるということもお勧めします。
 いずれにしても、色々な工務店などがありますから、まずは話聞きに行ってみてください。思わぬ工法について教えてもらえるなんてこともあるかも知れません。 


地元密着の建築会社が良い理由とは
 注文住宅は、土地を購入してから家の設計や施工をお願いする工務店やハウスメーカーなどの建築会社を決めることになります。
ハウスメーカーは、基本的な建築プランが用意されているので費用などが比較的わかりやすいメリットがあります。これに対して、工務店は大工さんなどが集まり法人組織になっている会社でもあり地元密着などの建築会社のところも少なくありません。地元で50年以上の歴史を持つ工務店なども珍しくありませんが、このような会社などは古くから大工業を営んでいる関係からも近隣エリアでの施工実績を多数持つのが特徴です。工務店にも基本プランを用意しているところもありますが、中規模以下の会社などでは家の設計から行うなど完全な自由設計ができる建築会社も少なくありません。大工さんは家を作る仕事ではあるけれども建築会社などには一級建築士などの設計に携わる人がいるので安心ですし、地元密着の場合は何か困ったことが起きたとき直ぐに駆けつけて貰えるメリットもあるなどおすすめです。 


建築会社とはなにか地域の特性についても確認
 建築会社というと主に住宅を手掛ける企業で、地域に密着する企業だと地域の特性を理解している印象が強いのではないでしょうか。
実際のところ建築会社は地域密着型が多く、住宅建築を相談すると地域の特性を踏まえた提案やアドバイスが行われます。その為、家を建てたい場所が決まっている場合は、地元の建築会社に相談して話をするのが正解だといえます。地域を知らない企業だと、特性を軽視あるいは無視して提案したりアドバイスしてしまいますから、不満が残ったりスッキリしない結果になりがちです。住宅は一生に一度の買い物になることが多いですし、決して安い買い物ではありませんから、後悔しないように相談する相手を選ぶことが大事です。話が通じる建築会社を選ぶと、やり取りがスムーズで1つ1つに納得できたり腑に落ちますし、なにより疑問などを簡単に尋ねられるので信頼関係が強まります。結局のところ、住宅は信頼できる相手に相談したり任せることが大切なので、地域に詳しくて親身になって話を聞いてくれる相手を探すのがベストではないでしょうか。 


一貫施工の建築会社に任せるメリット
 一貫施工の建築会社は、下請け会社に丸投げせず設計から施工、完成後のアフターサービスまですべて自社で行います。そのため下請けに任せたときに発生する中間マージンがなくなるので、建築費用の節約が可能です。下請けに任せる建築会社では予算内に収められない場合も、建築費用を節約できるなら夢を実現できる可能性も高まるでしょう。
住宅の品質が高くなるのも、一貫施工ならではのメリットです。アフターサービスまで自社で行う建築会社は、完成後のトラブルを避けるため施工中から念入りにチェックを行います。常に問題が起きていないか目を光らせながら施工をするので、建築ミスが少なくなり結果的に完成後のトラブルが起きる可能性も低くなるでしょう。トラブルが起きると施主だけではなくアフターサービスを行う建築会社にも負担となるので、下請けに任せる会社よりも品質が高くなりやすいとされています。 


スムーズな対応ができる建築会社はとても優秀
 建築会社は、サポートを含めて様々な業務を行っていますのでスムーズな対応をとってくれるところが一番です。
そもそも、建築会社ではすべての業務を当該会社で行っているわけではない現状があります。下請けに任せていたり、企画や設計の相談を請け負った担当と現場監督が違っていたりすることが普通です。この時に重要になるのが、きちんと会社内で連携をとることができているかどうかです。実際に存在するトラブルの事例にも、必要な情報を共有しておらず、スムーズな対応をしてもらうことができなかったというものがあります。建築会社の中に、相談を請け負ってから実際に施工するまでの流れをマニュアル化することで効率的に業務を遂行しているところも存在します。一方で、それぞれの担当が責任をもって独自の判断で動いているときには、その人と他の部署との連携が取れずに情報が一貫していないところも少なくありません。ですから、スムーズに対応してもらうためにもサポートが充実している会社はとても重要です。 


ハウスメーカーによって得意な分野がある！
 ハウスメーカーは、住宅を規格化・工業化することによってより低コストで多くの住宅を供給する手法をもっています。
住宅の工法・構造には、木造・鉄骨造・鉄筋コンクリート造とおおきく３つの工法に分類されていますが、メーカーによって得意な分野が異なります。木造では、日本古来から行われている木造軸組構法が伝統的な工法ですが、最近は従来の工法よりも強化された2×4や木質パネルが採用されている傾向があります。また、梁などの構造上の主要な部分が鉄骨で作られている鉄骨造りや商業ビルなどで採用されている鉄筋コンクリートなどが得意なメーカーも存在しています。
木造だけに特化したメーカーもありますが、複数の工法の中から選ぶことができるメーカーもあります。構造に特にこだわりがなければブランド力などから選んでもよいですが、木造や鉄骨がいいなどの希望がある場合は依頼する前に各ハウスメーカーの得意分野を調べることをおすすめします。 










建築会社に依頼する際には優良なところを選ぶべき
 注文住宅で家を建てたい、と思う場合どんなところに依頼すべきでしょうか？お洒落でデザイン性が高い、スタッフの対応が良い、対応がスピーディーで希望はほぼすべてかなえてくれる、安くで建てることが出来る、といったことを挙げることが出来ます。
もちろんそれらはどれも大切な要素ですが、まずはその建築会社が優良かどうかを確認することが重要です。
そこが信頼できる良い建築会社かどうかはインターネットで調べることが出来ますので必ず調べましょう。
安全基準をきちんと守る、依頼者の立場になって対応してくれる、料金設定が良心的である、ということが優良建築会社の条件です。
また、必要な資格を有している、使用する機材や車や重機などが安全な状態に保たれていることと言ったことも条件です。
こういう信頼できるところに依頼すると、快適で安心な家を建てることが出来ます。
家建築するというのは、大きな決断ですので時間をかけて計画しましょう。




建築会社のトラブルの原因は伝達ミスが多い
 家を建てるうえで建築会社とトラブルになる可能性が高い最も大きなポイントとなるのが、伝達がうまくいっていないことです。
施主が希望している内容を企業側に伝えたつもりであっても、企業側では内容が現場の作業員に伝達されていないことがあります。
そのため、建てる前と建てている間に建築会社との打ち合わせを綿密に確認することが重要です。

特に作業員の人に施主が会社の担当者へ伝えたことが伝わっているかどうかを確認することで、希望通りの家を建てられるかどうかがはっきりします。
正確な情報を適切に伝えられるかどうかが結果につながるため、よく確認してから依頼することが重要です。
効率よく家を建てたいと考えているなら、企業側での情報の共有がスムーズにいっている会社に依頼することが大切となります。

現場へ一人で行くことに勇気がいるという人も少なくありませんが、家族全員で出かけて納得できる形にすることで、満足できる家に仕上げることが可能です。
特に細かな部分までこだわりたい人は、定期的に作業現場を見学して伝えたことが伝わっているか確認することが必要となります。
伝わっていることが確認できたら作業の人をねぎらうために、お土産などを持参することもいいでしょう。



建築会社に対しての不安を解消するのは情報収集
 建築会社選びに不安を抱く人が多いのは事実ですが、できるだけ不安を解消できる形にすることで、問題なく希望通りの家を建てることが可能です。
特に注意したいのが、企業の評判を確認することといえます。
具体的なポイントとなるのは、建てた後でミスが明らかになるケースです。

例えばシステムキッチンの流しの下の引き出しがすぐに閉まらなくなってしまったり、浴室に隙間ができているなどのトラブルが発生する場合、その建築会社へ依頼することは避けたほうがいいといえます。
また、他の現場での作業内容の確認などをしておくことも忘れないでください。
他の現場で適切に作業をしているかどうかなどを確認し、安心して依頼できるところに依頼することは重要です。
納得できる形で家を建てることができるように、信頼性の高い業者を見つけるための情報収集を怠らないようにすることが必要となります。
近隣で満足している家を建てた人に話を聞くときには、どんな業者だったか、態度などをも確認してみることが良い結果につながるといえます。



大学生が建築会社に就職する場合の基礎知識
 工学部系の大学生が就職する場合には、学んだ内容が生かせる企業や職種を選ぶことが重要です。
特に大学在学中に設計や土木工学などを学んだ学生は、建築会社で働きたいと強く希望しています。
しかし会社によって事業内容は異なるので、就職活動をする場合には十分に情報収集をするべきです。
会社説明会に参加することも重要ですが、ウェブサイトで事業内容や業績も調べるのが理想的です。
長期にわたって経営が安定している建築会社は、とりわけ大学生の間でも人気があります。
一方で全国で事業展開している会社では、採用後に各地に赴任することも珍しくないです。
したがって生まれ故郷などで働きたい人は、地域に密着した企業を選ぶ傾向が強いです。
地元で公共事業を積極的に受注している会社は、安定性にも優れているのが魅力です。
応募先を選ぶ場合には、初任給に加えて福利厚生にも注目するべきです。
IT化を積極的に推進している会社は、残業も少なくて快適に働けるので注目されています。
 


悪徳といわれる建築会社の情報を知って避けよう
 建築会社を選ぶ際に、「悪徳といえる業者を選ばないようにしよう」とよく言われているけれど、どんな業者が悪徳なのかよくわからない人も少なくありません。
適切な情報を収集することで契約を後悔するような業者を選ばなくて済みます。

具体的なポイントとなるのは、見積内容を請求書の内容に違いがあるなどの口コミの有無です。
口コミで見積内容と請求書の内容に大きな違いがあったと後悔している物があった場合は、その業者との契約を避けたほうが安全といえます。
一般的な業者の場合、請求書と見積内容に全く違いはありません。
万が一違う内容になった場合は施主に連絡し、施主の了解を得たうえで実行することが重要です。

また、それ以外にも強引な手法で契約を結ぼうとした場合や、暴力的な言動をしてきたりするなど恐怖を味わうようなタイプもよくありません。
なお、見積もりに対して質問してあいまいな言動や態度を見せる建築会社の場合には、あまり良い業者とは言えないというのが一般的です。
説明ができない場合、担当者がいい加減で現場の作業員との伝達がうまくいかない可能性があります。



建築会社が利用する耐震技術も進化を続けている
 地震の揺れにも負けない住宅を求めているのなら、最新の耐震技術を採用している建築会社を頼ることが重要です。
基礎部分を頑丈にするために工事のやり方を変えているだけでなく、横揺れに対する強さを重視する企業が増えています。
テープ剤を使うことで住宅全体をダンパーとして使えるように工夫して、耐震性を高めている企業も現在では珍しくありません。
空気を使った耐震構造も業界内で注目を集めており、建物の基礎部分を二重構造にすることで空気の層を作り、地震の発生を感知すると空気が建物を浮かせる技術です。
住宅が空中に浮くことで地震によるダメージを減らし、家屋の倒壊を防ぐ効果が期待されています。
重さが100トンを超える建物でも瞬時に浮かせる技術として話題になっており、最新の耐震技術に興味を持つ方々におすすめな構造です。
地震の揺れによる衝撃をまともに受けるのではなく、影響を最小限に抑える方向で技術は進歩しており、建築会社の技術研究も進んでいます。



海外デザインに関する知識も豊富な建築会社が増えています
 アメリカやヨーロッパなどに建築されている住宅に憧れを持つ人は、海外デザインにも詳しい建築会社を頼ると、見た目と機能性の両方で満足できる住宅が手に入ります。
好みに合う海外住宅に詳しいデザイナーを見つけることから始めて、理想的なマイホームを建築してください。
アメリカスタイルの住宅は潮風を連想させるものが多く、海岸から近いエリアにマイホームを建てたい時に最適です。
寒冷地に家を建てるのならカナダスタイルの住宅もおすすめで、極寒と言えるほど寒さが厳しいカナダでは建物の断熱性と気密性も高く、雪が積もりにくいように三角屋根を採用しています。
フランスの伝統的な技術で建てられた家は、キュートなデザインの瓦屋根を採用していることが多く、再現度を高めるために海外から瓦を輸入している建築会社も珍しくありません。
素材に対するこだわりが大きいと感じられる建築会社なら、海外デザインの住宅も安心して購入できると言われています。



建築会社を頼ると景観に合わせた別荘が完成する
 連休シーズンなどに家族で過ごすための別荘を購入するのなら、デザインの細部まで指定できる建築会社を探してください。
避暑地で快適に過ごすつもりで建築を依頼する際には、断熱性で優れる木材を選べる企業に相談するのが理想的です。
色合いの良さだけを基準に木材を選んでしまうと、湿気が内側にこもりやすい物件が完成することになりかねません。
連休シーズンなどの特定のタイミングしか足を運べないからこそ、湿気にも強い建築物になるように木材を選ぶことが重要です。
観光地や避暑地の土地に詳しい建築会社を頼ることも意識しておきたい点で、景観を意識した住宅を建築できる企業なのかチェックしてください。
別荘というのは地域ごとの景観に溶け込むことを意識しなければ、景観とバランスが悪いデザインになってしまい後悔する可能性もあります。
景観とのバランスや家族構成に合う間取りを考えて、デザインを決めるためにも信頼できる建築会社を見つけることを推奨します。



建築会社を選ぶなら持っている省エネ技術を確認する
 建築会社選びのポイントは様々で、人によって何を重視するかにもよりますが、近年はやはり省エネ技術の重要性が増しているのではないでしょうか。
省エネ技術とは文字通り、エネルギー消費を抑える技術のことで、建築会社にあてはめると断熱性や気密性に基づく、消費エネルギーを抑制する技術とそのノウハウだといえます。
省エネに取り組んでいる建築会社は、常に新しい技術を学び実践を通してノウハウを蓄積しているので、純粋に相談先としても頼りになります。
一方で軽視していたりあまり真剣に取り組んでいない企業だと、相談をしても得られるものは少なく、建築を任せてできあがる建物の性能には限界があります。
建築会社の選び方1つで建物の性能、そして快適性が大きく変わりますから、安易に選ばず比較検討して厳選したいものです。
自信がある会社は具体的な数字を提示して実力を示しますし、サーモグラフィーなどの写真も公開しているので、そうしたところに相談するのが正解ではないでしょうか。



優秀な建築会社なら間取りを一緒に考えられる
 理想的で実用的な住まいを購入したいなら、一から一緒に計画して打ち合わせをしていくことができる注文住宅を選択することが最も良いと言えます。


そして、注文住宅の受付を行っている建築会社が必要になってくるので、どのような建築方法を取り入れているのかを事前にしっかりと調べるようにして、自分の要望をしっかりと聞き入れてくれるような会社を選択するように心掛けることが大切です。


また、間取りに関しても柔軟に対応して頂ける建築会社がかなり理想的でしょう。


家全体の雰囲気や快適さは間取りや配置によって全く変わってしまうと言っても過言ではないので、ちゃんと全部屋に日が当たるように工夫したり、北向き南向きなど風水も取り入れながら素敵な家づくりを可能にしていってください。


それと、一番大切なことは担当してくれる方とのコミュニケーションになります。
打ち合わせの段階からお互いに歩み寄れる関係性を築ければ失敗しない家づくりができると言われているので、相性の良さを感じられる方に頼むようにしてみることをおすすめします。




建築会社の環境技術を活用した住まい作りについて


建設会社の環境技術を活用して住宅を建設する場合、持続可能性とエネルギー効率が最優先されます。
まず、高性能断熱材や太陽光発電システムの導入により、エネルギーの無駄を最小限に抑え、住宅のエネルギー効率を高めます。
さらに、再生可能エネルギーの利用や雨水のリサイクルなどの環境に優しい機能を統合し、自給自足できる住宅を実現しています。
建築材料を選択する際には、建設による環境への影響を最小限に抑えるために、地元産の天然材料やリサイクル可能な材料が使用されることがよくあります。
また、スマートホーム技術の導入やエネルギー監視システムの活用により、住宅のエネルギー消費状況をリアルタイムに把握し、最適な管理を実現します。
こうした環境技術によってコスパの良い生活が可能となります。
そのため環境に良くコスパの良い生活を住まいで過ごしたい場合は、環境技術に強い建築会社を選択するのが大切です。
評判の良い建築会社に環境技術を活かした住まいを依頼するメリットは大きいです。




国産の素材を活用する建築会社に依頼することを


日本の材料を使った家づくりを専門とする建築会社に依頼すると、多くのメリットが期待できます。
まず国産材は高品質で環境に優しく、地域資源を有効活用できます。
これにより建物の耐久性と品質が向上し、メンテナンスコストが削減されます。
また、地元の木材や建材を活用することで、地元産業の振興や地元雇用の支援にも貢献します。
地域社会との協力関係構築の一環として、地域の発展に貢献することを目的としています。
また、国産材を使用することで輸送ルートが短くなり、環境に優しい建物の建設が可能となり、炭素排出量の削減にもつながります。
文化的要因も考慮され、日本のデザインや伝統的な工法を取り入れることができます。
これにより、建物に日本の伝統や文化に根ざした個性が生まれ、オリジナリティあふれる住宅を実現することができます。
やはり国産の材料は安全であり、法規制や基準を満たしているものです。
これにより、住宅所有者は安心できるだけでなく、将来の規制変更にも柔軟に対応できるようになります。
総じて、国産材を使用する建設会社に依頼することで、品質、地域発展、文化遺産などさまざまなメリットが期待できます。
このように国産の素材を活用する建築会社に依頼するメリットは大きいです。




近年は建築会社のデジタルが進んでいるのはなぜか


近年、建築会社のデジタル化が急速に進展しています。
この現象には様々な要因が絡み合っています。
まず、建築デザインと施工のプロセスにおけるデジタル技術の活用が増加している点が挙げられます。

建築デザインの分野においては、コンピュータ支援設計（CAD）ソフトウェアや建築情報モデリング（BIM）ツールの普及が進んでいるものです。
これにより、建築家やデザイナーはデジタルプラットフォーム上で建築プロジェクトを立体的にモデル化し、設計の効率化と精度向上を図ることが可能になりました。
また、これらのツールは設計図面の共有と協力を容易にし、プロジェクトの進行管理を向上させています。

さらに建築の施工プロセスにおいてもデジタル技術の導入が進行しています。
建設現場では、ドローンやセンサー技術を活用して効率的な監視や測定が行われ、安全性と品質の向上が図られているわけです。
建材の生産・供給においてもデジタル化が進み、材料の調達と品質管理が容易になりました。

一方で、建築プロジェクトにおけるコミュニケーションと協力においてもデジタル化の進展が見られます。
プロジェクト関係者間での情報共有やコラボレーションは、クラウドベースのプラットフォームを通じてスムーズに行われ、意思疎通と課題解決が迅速に行えるようになっているのです。

建築会社のエネルギー効率と環境への配慮も、建築デジタル化の進展に大きな影響を与えています。
デジタルツールを使用することで、建築物のエネルギー効率を最適化する設計が可能となり、環境への負荷を軽減できます。
これは持続可能な建築設計の普及を促進しており、環境への配慮がますます重要視されているわけです。




建築会社の良くあるトラブル事例4つを紹介


建築会社を利用する際に起こりがちなトラブルは主に4つあります。
まず予算オーバーがありがちで、当初の見込みとは違う金額を提示されることが多々あるのです。
これは依頼した方も困りますが、建築会社の方にも頭が痛い問題で、契約解除に繋がる事例もなくはありません。
二つ目のトラブル事例としては、デザイン性にこだわって使いにくい家が出来上がるケースです。
依頼主が無理なデザインを指定したのに、建築会社の方がアドバイスもせずに作ってしまった結果、暮らしにくくて不便な家ができてしまいます。
三つ目は施工ミスによるトラブルで、雨漏りや傾きが生じることが多いです。
品質が悪い業者もいますが、デザイン性を重視すると機能性が低下し、結果的に不具合が生じるケースもあります。
最後が工期の遅れで、何らかの事情によって計画通りに進まないトラブルはしばしば。
引っ越しや賃料などの問題につながってくるので、工期遅れは複雑化しやすいトラブルと言えます。




海外技術を導入している建築会社の活用法とは


立地条件などに合った住まいを建てたいときには、技術開発に意欲的な建築会社を選ぶのがポイントです。
特に自社の研究施設の活用と海外技術の導入に意欲的な会社は、重厚なマイホームを新築する上でも役立ちます。
しかし高度な技術を持つ建築会社に発注すると、注文住宅の総工費が高額になることも珍しくないです。
そこで技術力がある会社を数社程度ピックアップしたうえで、個別に見積もりを依頼する施主も増えています。
一方で軟弱な土地に三階建ての住宅を建てるケースでは、着工前に地盤強化工事を行う必要があります。
様々な場所で工事を行ってきた会社であれば、大地震にも強い建物を建築することが十分に可能です。
更に海外技術を意欲的に導入している企業は、風雨にも強いビルや住宅も建築できるのが魅力です。
耐久性などの希望条件を見積もり時に伝えると、施主の希望に合った重厚なマイホームを建築してもらえます。
海外の最新技術を活用すると、お洒落で災害に強い住まいも手に入ります。
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◎2024/2/16

情報を追加しました

＞建築会社の環境技術を活用した住まい作りについて


＞国産の素材を活用する建築会社に依頼することを


＞近年は建築会社のデジタルが進んでいるのはなぜか


＞建築会社の良くあるトラブル事例4つを紹介


＞海外技術を導入している建築会社の活用法とは






 ◎2023/4/11
情報を更新しました。

＞建築会社が利用する耐震技術も進化を続けている

＞海外デザインに関する知識も豊富な建築会社が増えています

＞建築会社を頼ると景観に合わせた別荘が完成する

＞建築会社を選ぶなら持っている省エネ技術を確認する

＞優秀な建築会社なら間取りを一緒に考えられる






 ◎2022/6/20
情報を更新しました。

＞建築会社に依頼する際には優良なところを選ぶべき

＞建築会社のトラブルの原因は伝達ミスが多い

＞建築会社に対しての不安を解消するのは情報収集

＞大学生が建築会社に就職する場合の基礎知識

＞悪徳といわれる建築会社の情報を知って避けよう








 ◎2021/5/25
建築会社に相談するときの注意点
の情報を更新しました。

 ◎2021/2/14
デザインの持ち込み
の情報を更新しました。

  ◎2020/12/25
 サイト公開しました
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